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●題字　故・高木聖鶴

編集後記 梅雨明けが待ち遠しい頃となりました。今回は、平成
最後の「歌会始の儀」に入選された卒業生お二人の歌を紹介させていただき、
同窓生として大変喜ばしい出来事となりました。
　55号から会報のメインカラーを卒業生のクラスフラワーの色に合わせまし
た。今年は菊の琥珀色です。
　ご意見・ご感想を広報部までお寄せください。

（
情
報
収
集
と
使
用
目
的
）

（
会
員
か
ら
の
申
請
）

個
人
情
報
保
護
法
施
行
に
伴
い
、
本
会

で
は
情
報
管
理
委
員
会
を
設
け
、
会
員
の

皆
様
の
個
人
情
報
の
適
切
な
取
り
扱
い
に

努
め
て
い
ま
す
。

会
員
は
、
本
人
の
個
人
情
報
の
開
示
・

訂
正
・
提
供
範
囲
の
変
更
や
削
除
の
申
請

が
で
き
る
。

個
人
情
報
の
収
集
は
、
本
会
の
必
要
な

範
囲
に
限
定
し
、使
用
目
的
を
明
確
に
す
る
。

同
窓
会
に
登
録
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
は
、

●
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
同
窓

会
か
ら
の
連
絡
送
付

●
同
窓
会
・
各
支
部
・
各
部
会
の
活
動
支
援

●
会
員
確
認
調
査

●
会
員
名
簿
の
作
成

の
目
的
範
囲
内
を
超
え
て
使
用
及
び
提
供

は
し
な
い
。

個
人
情
報
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

聖ジュリー・ビリアート像と満開の花水木

ホームカミングデーのご案内

～ 秋色に染まったキャンパスで講演とバザーをお楽しみください ～
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会長挨拶

学長挨拶

「歌会始の儀」入選作品

特集  ノートルダムホール本館

2018年度 活動報告

ボランティア

学生支援事業

支部だより

総会報告

代議員名簿・文化講座

同窓会より

大学からのお知らせ

ホームカミングデーのご案内

会報編集委員一同

令和　　　年　　　 月 日（日）大学祭初日 今年度の「同窓生の集い」はありません元 11 ３
まったキャンパスで講演とバザー
月月 日（日）大学祭初日 今年３

生涯教育講座（公開講座）

奨学生支援バザー

大原美術館名誉館長 大 原 謙一郎
プロフィール

氏
兵庫県神戸市に大原總一郎の長男として
生まれる。（大原孫三郎の孫）
東京大学卒、エール大学大学院博士課程
単位取得退学。
㈱クラレ副社長、㈱中国銀行副頭取 歴任。

演　題：『文化は万能ではないが無力でもない』
時　間：10：30～11：45（受付 10：00～）
場　所：ヨゼフホール３Ｆ 300
参加費：無 料 （申込みは同窓会まで）

●
●
●
●

場　所：岡山国際ホテル 『瑞光の間』
時　間：11：00～ 14：00 （受付 10：00～）
参加費：10,000円 （会食・記念品）
締　切：10月31日（木） 振り込み分まで
申込み：会報に同封の振込用紙にて振込み

●
●
●
●
●

内　容：●

●時　間：10：00～15：00（一部 講演終了後～） 　●場　所：ヨゼフホール１Ｆ ヨゼフラウンジ

●主　催：ノートルダム清心女子大学・ノートルダム清心女子大学同窓会 ●共　催：ノートルダム清心学園
故渡辺和子前理事長がご帰天されて３年、 「追悼の集い」を行います

・原田豊己学長による追悼の祈り
・秘蔵映像でのスクリーン講話
・写真展　・その他追悼の催し

＊食事はテーブルでの会食です。
＊参加記念品は、追悼アルバムとシスター渡辺の
　メッセージカード等、追悼メモリアルセットです。

＊アクセス：送迎バス（無料）ＪＲ岡山駅西口
※路線バスもご利用できます（岡山国際ホテル経由 操南台団地行き）

9：00／10：00（左エレベーターで降りる、正面にＡＮＡホテル）

フリージアの会による手作り品・遊休品・セレクト品・ブランドリユース品・軽食の販売、
マイショップもあります。

■お問合せ ノートルダム清心女子大学同窓会
ＴＥＬ＆ＦＡＸ（086）253-8496  HP:http://ndsu-rurudo.jp   E-mail: rurudo@theia.ocn.ne.jp

〒700-8516  岡山市北区伊福町2-16-9

追悼文をお寄せください
故渡辺和子前理事長追悼アルバムの刊行にあたり、皆様の
追悼文を募集します。
内 容：400字以内（編集する場合があります）

名前／期／学科／住所／ Tel を明記ください。
方 法：電子メール：rurudo@theia.ocn.ne.jp

＊原稿は郵送も可能です。
締 切：７月 31 日（水）必着

＊いただいた情報は上記刊行以外には使用しません。

まで

チケットの発行はいたしません。出席の方は
名簿に名前を掲載いたします。ご了承ください。

亡きシスター渡辺を想うとき、
私達の心によみがえり、静かに
愛と慈しみの教えを語りかけて
くださる。共に偲びませんか。
それぞれの心に、今も生きる
シスターを。
「追悼の集い」にご参加ください。



　

令
和
元
年
と
な
り
、
ま
た

新
た
な
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
二
十

名
の
理
事
を
中
心
に
、
代
議

員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、

様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
各
支
部
と
も
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
卒

業
生
の
皆
様
が
楽
し
く
参
加
で
き
る
同
窓
会

を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

そ
れ
が
母
校
の
発
展
の
一
助
と
な
り
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
九
月
二
十
九
日（
日
）に
、
岡

山
県
支
部
か
ら
引
き
継
い
だ
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
県
支
部
の
皆

様
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
、
今
年
度
も
大

学
祭
初
日
に
し
ま
す
。
生
涯
教
育
講
座
と
し

て
、
昨
年
は
本
大
学
の
原
田
学
長
に「
争
い

か
ら
和
解
へ
」と
い
う
演
題
で
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
倉
敷
の
大
原

美
術
館
の
名
誉
館
長
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
大
原

謙
一
郎
氏
に
ご
講
演
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

奨
学
生
支
援
バ
ザ
ー
も
同
時
開
催
い
た
し
ま

す
の
で
、
新
し
く
発
展
し
つ
つ
あ
る
母
校
に

ぜ
ひ
帰
っ
て
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
十
二
月
七
日（
土
）に
は
、
三
年
前

に
ご
帰
天
さ
れ
ま
し
た
渡
辺
和
子
前
理
事
長

様
の「
追
悼
の
集
い
」を
、
岡
山
国
際
ホ
テ
ル

で
開
催
い
た
し
ま
す
。
こ
の
場
所
は
、「
旭

日
中
綬
章
受
章
祝
賀
会
」や
、「
お
別
れ
の

会
」を
行
い
ま
し
た
同
じ
ホ
テ
ル
の
同
じ
会

場
で
す
。
本
大
学
と
私
達
同
窓
会
が
主
催
と

な
り
、
清
心
学
園
に
共
催
を
し
て
頂
き
、
そ

れ
に
関
わ
る
す
べ
て
の
同
窓
会
の
方
た
ち
と

共
に
、
理
事
長
様
の
お
写
真
や
ビ
デ
オ
を
拝

見
し
な
が
ら
、
感
謝
の
思
い
を
語
り
合
い
、

会
食
を
し
な
が
ら
共
に
偲
び
ま
し
ょ
う
。
ぜ

ひ
皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

そ
し
て
こ
の
日
に
あ
わ
せ
ま
し
て
、
理
事

　

皆
さ
ま
に
は
、
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

二
〇
一
八
年
七
月
の
西

日
本
豪
雨
災
害
で
被
災
さ

れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
私
事
で
す

が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
広
島
司

教
区（
中
国
地
方
五
県
）に
は
、

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に「
災
害
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」が
設
置
さ
れ
、
そ
の
責
任
者
と

し
て
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
内

で
は
、
学
生
た
ち
は
自
発
的
に
立
ち
上
げ

た「
が
ん
ば
る
ん
ジ
ャ
ー
」を
中
心
に
支
援

活
動
を
行
い
、「
平
成
三
十
年
度
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
清
心
女
子
大
学
同
窓
会
奨
励
賞
」を
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
、
緊
急
避
難
的
に
学
生

を
同
窓
会
館
に
宿
泊
さ
せ
て
い
た
だ
き
感

謝
い
た
し
ま
す
。
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
際
も
多
く
の
卒
業
生
の
皆

さ
ん
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
本
学

の
精
神
が
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
九
年
、
本
学
は
創
立
七
十
周
年
を

迎
え
ま
す
。
本
学
が
建
学
の
精
神
を
具
現
化

で
き
て
い
る
か
、
ま
た
、
学
生
の
要
望
、
地

域
社
会
あ
る
い
は
時
代
の
要
請
に
応
え
て
い

る
か
を
見
直
す
こ
と
を
目
的
と
し
て「
卒
業

生
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
記
入
が
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ナ
ミ
ュ
ー
ル
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
修
道
女
会

創
立
者
聖
ジ
ュ
リ
ー
・
ビ
リ
ア
ー
ト
の
修
道

会
設
立
の
精
神
に
基
づ
き「
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

清
心
女
子
大
学
教
育
基
金　

一
粒
の
麦
」を

設
立
い
た
し
ま
し
た
。
聖
ジ
ュ
リ
ー
の
遺
志

を
継
ぐ
多
く
の
シ
ス
タ
ー
た
ち
が
岡
山
の
地

で「
一
粒
の
麦
」と
な
り
続
け
た
こ
と
で
、
現

在
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
が
存
在

し
、
こ
れ
ま
で
に
そ
の
豊
か
な
実
り
と
し
て

キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
く
人
格
教
育
を
学

ん
だ
若
者
を
世
に
送
り
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
基
金
の
目
的
は
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の

「
一
粒
の
麦
」の
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、
若
者

の
人
格
的
成
長
を
育
ん
で
い
く
教
育
が
豊
か

に
実
を
結
ん
で
い
く
よ
う
に
、
そ
れ
を
支
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

ご
報
告
と
お
礼

23

ご
挨
拶

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
同
窓
会

会
長

横
溝
洋
子

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

学
長

カ
ト
リ
ッ
ク
広
島
司
教
区

司
祭

原
田
豊
己

長
様
の
ご
功
績
を
た
ど
り
、
そ
れ
を
ま
と
め

た「
追
悼
ア
ル
バ
ム
」を
刊
行
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
卒
業
生
の

皆
様
か
ら
、
理
事
長
様
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

頂
戴
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
理
事
長

様
か
ら
い
た
だ
い
た
思
い
出
の
一
言
で
も
構

い
ま
せ
ん
。
理
事
長
様
の
お
言
葉
に
私
達
は

励
ま
さ
れ
、
そ
れ
を
糧
に
歳
月
を
過
ご
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
皆
様
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
私
達
同
窓
会
は
、
新
た
に
進
化

し
て
い
く
母
校
を
応
援
し
て
ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

い
刺
激
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
春
休
み
に
は
、

し
ば
ら
く
中
断
し
て
い
た
イ
タ
リ
ア
研
修
を

行
い
、
学
生
を
引
率
し
て
教
会
と
美
術
館
、

留
学
し
て
い
た
研
究
所
、
大
学
な
ど
八
日
間

旅
し
ま
し
た
。
初
め
て
接
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

文
化
に
学
生
た
ち
は
大
変
感
激
し
て
い
ま
し

た
。
時
間
が
取
れ
る
限
り
学
生
た
ち
に
か
か

わ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
大
学
、
学
生
の
た
め
に
お
祈

り
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

各
地
区
の
同
窓
会
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
時
に
、「
時
間
が
で
き
た
の
で
勉
強
し

た
い
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
講
座
を
お

願
い
し
た
い
」な
ど
の
ご
意
見
を
頂
き
ま
し

た
。
今
年
度
か
ら
の
試
み
と
し
て
広
島
で
公

開
講
座
を
一
科
目
で
す
が
開
講
し
ま
す
。
将

来
は
、
様
々
な
会
場
と
講
座
を
準
備
し
、
皆

さ
ま
の
ご
要
望
に
応
え
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

高
等
教
育
の
国
際
展
開
が
求
め
ら
れ
る
な

か
、
八
月
に
学
生
と
と
も
に
台
湾
、
日
本
で

行
わ
れ
た
国
際
会
議
に
出
席
し
ま
し
た
。
良

千
年
の
ち
の　

生
徒
に
語
る

光
て
ふ　

名
を
持
つ
男
の　

人
生
を

秋　

山　

美
恵
子
さ
ん
（
岡
山
市
）

二
十
三
期　

国
文
学
科

生
徒
を
夏
の　

光
に
放
つ

無
言
に
な
り　

原
爆
資
料
館
を
出
で
き
た
る

重　

藤　

洋　

子
さ
ん
（
倉
敷
市
）

三
十
一
期　

国
語
国
文
学
科

　平成31年 1月、「歌会始の儀」に卒業生 2
名が入選なさいました。　心よりお慶び申し
上げます。
　平成最後の年のお題は「光（ひかり）」で、
一般から詠進された２万1,971首の中から、
10 首が選ばれ、皇居・宮殿「松の間」で詠み
上げられました。

　平成31年 1月、月 「歌「歌会始会始の儀」に卒業生 2
名が入選なさ ました 心よりお慶び申し

おめでとうございます

「歌会始の儀」にご入選
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　美しい秋の銀杏並木を思い出される方も多いことと
思います。この建物は、かつては講堂でしたが、現在
は大講義室として使われています。また普段は学生た
ちがくつろげる大空間としても利用されています。窓
枠は正方形を基調にして、端正な構造美を表現してい
ます。全てのガラス窓は、かつて鎖を引っ張ることに
よって開閉ができていました。

　空調設備のない時代、室内環境を調節できる設計で、
自然の光を採り入れる工夫も素晴らしいものです。実は、
この室内の上部には映写室があり、トーキー映画が上映
できました。当時の学生達は、大変驚き楽しんだことと
思います。

　正面玄関の扉に注目してください。全面、透明なガラスを用いて
います。人を閉ざすのではなく、人を迎え入れる扉のデザインです。
通常ですと正面玄関などは威厳があり閉ざす扉ですが、ノートルダ
ム清心女子大学の扉は優しく人を迎えています。

お時間のある時に、大切に保存され活用され続けている大学に、またお越しください。
そこには過ごされた懐かしい学生時代の思い出がきっと見つかることでしょう。

　学外における建築・まちづ
くりに関する活動としまして
岡山市を住みやすく美しい街
とするための岡山市景観審議
会の会長を仰せつかっていま
す。また、倉敷市の美観地区
内における歴史的な町並みを

守り育てる倉敷市伝統的建造物群等保存審議会委
員、高梁市の中心市街地等における歴史的景観ま
ちづくりを進める高梁市景観審議会会長、総社市
の建物許認可に関する総社市建築審査会会長、早
島町の町並を育てる早島町景観審議会委員等も務
め、微力ではありますが岡山のまちづくりに参画
しています。

　前回の会報で、御堂のあるノートルダムホール東棟の魅力についてご紹介させていただきました。
今回は学生であった皆様が、登下校や講義で馴染みの深かったと思われます白い二階建ての校舎ノー
トルダムホール本館の魅力と素晴らしさについて述べさせていただきます。昭和４（1929）年に建てら
れた本館と御堂のある東棟の建物は、平成19 年に国の「登録有形文化財」に登録されましたが、平成
30年7月に本館と東棟がリスボンにある世界的な組織で、優れた近代建築を称え保存活用を推奨する
DOCOMOMOの日本選定建物にも選出されました。

優しい円弧の天井と上部の映写室（100ND）

▲

ノートルダム清心女子大学の

　前回の会報で、御堂のあるノートルダムホール東棟の魅力についてご紹介させていただきました。
今回は学生であった皆様が、登下校や講義で馴染みの深かったと思われます白い二階建ての校舎ノー

ノートルダム清心女子大学の

建築建築の魅力と素晴らしさ建築の魅力と素晴らしさ

特任教授 上 田 恭 嗣

正面玄関のガラス扉

大講義室の窓ガラスと銀杏並木

中庭に面した出入り口

その2

正面玄関と今も使われている教室

　当時の設計でも、本館の中庭は花園として計画さ
れていました。今でも季節が良くなるとお弁当を広
げておしゃべりしている学生さんの姿をよく見受け
ます。この中庭に面した出入り口のデザインは、最
高です。閉ざさない出入り口で、庇のデザインも簡
素ではありますが均整の取れた美しい入り口を表現
しています。

ひさし

　敷地の南側の道路に面して端正な姿を現
している本館は、２階建ての低層建物で凛
とした美しさを醸し出しています。建物は、
垂直性を意識した窓周りの連続する小柱の
デザインと、水平に取り付けられた窓庇に
よって伸びやかな姿を表現しています。近
代建築では庇はあまり取り付けられません
が、設計者のアントニン・レーモンド（1888
－1976）は、日本の伝統的な民家に魅了され
日本建築の良さを採り入れ設計しています。

びさし

ひさし

まど



6

　

毎
月
第
二
火
曜
日
と

第
四
土
曜
日
、
ル
ル
ド

館
の
第
一
会
議
室
は
、

カ
ワ
イ
イ
小
物
た
ち
で

華
や
ぎ
ま
す
。
せ
っ
せ

と
針
を
動
か
し
て
い
る

の
は
、
期
も
学
科
も
違

う
同
窓
生
、
十
数
名
。

都
合
の
つ
く
日
に
参
加

し
て
、
お
し
ゃ
べ
り
を

楽
し
み
な
が
ら
製
作
し
て
い
ま
す
。
生
活
に
役
立
つ

日
用
品
か
ら
、
お
し
ゃ
れ
な
小
物
、
ク
リ
ス
マ
ス

グ
ッ
ズ
な
ど
、
毎
年
み
ん
な
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し

合
っ
て
、
新
し
い
作
品
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
八
年
度
は
、
大
学
祭
で
の
奨
学
生
支
援
バ

ザ
ー
で
販
売
し
、
多
く
の
方
に
購
入
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
売
上
金
は
す
べ
て
学
生
の
奨
学
金
と
な
り

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

フ
リ
ー
ジ
ア
の
会
は
、
奨
学
金
の
た
め
だ
け
で
な

く
、
同
窓
生
の
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
誰

か
の
た
め
に
何
か

し
た
い
と
思
わ
れ

て
い
る
あ
な
た

一
緒
に
活
動
し
ま

せ
ん
か
？
同
窓
生

な
ら
、
い
つ
で
も

ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
ま
た

こ
ん
な
も
の
が
欲

し
い
と
い
う
要
望

も
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

7

　

二
〇
一
八
年
十
月
二
十
七
日

（
土
）の
大
学
祭
初
日
に
、「
世

代
を
超
え
て 

人
育
て 

自
分
育

て
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
毎
年

行
っ
て
い
る
公
開
講
座
、
同
窓

会
主
催
の
生
涯
教
育
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
は
、
一
昨
年
就
任
さ

れ
た
原
田
豊
己
学
長
に
、「
争
い

か
ら
和
解
へ―

創
世
記（
旧
約

聖
書
）の
教
え
か
ら―

」と
題
し

て
、
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
旧
約
聖
書
に
登
場
す
る
有
名
な
三
代
の
兄
弟
の
話

を
挙
げ
ら
れ
、「
人
間
は
争
い
か
ら
学
び
、
そ
し
て
気
付
き
が
和

解
を
生
む
。
人
間
は
変
わ
り
、
神
は
悪
を
善
に
変
え
る
」と
い
う

お
話
を
、
穏
や
か
な
語
り
口
に
独
特
な
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
、

解
り
や
す
く
語
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
熱
心
に
メ
モ
を

と
り
な
が
ら
聞
き
入
る
方
も
お
ら
れ
、「
学
生
時
代
に
戻
っ
た
よ

う
に
懐
か
し
か
っ
た
」「
学
び
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
」「
も
っ
と
な

が
く
お
聞
き
し
た
か
っ
た
」と
多
く
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
大
学
祭
に
併
せ
て
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
講

演
の
前
に
は
、
筝
曲
部
の

学
生
達
に
よ
る
琴
の
演
奏

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
学

生
達
の
初
々
し
い
爽
や
か

な
演
奏
や
挨
拶
は
大
変
微

笑
ま
し
く
、
ほ
ぼ
満
員
の

聴
衆
で
あ
ふ
れ
た
会
場

は
、
何
度
も
大
き
な
拍
手

が
鳴
り
響
き
、
大
好
評
の

う
ち
に
無
事
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

　

視
覚
障
害
を
も
つ
ご
両
親
が
、
成
長
す
る
お
子
さ
ん
と

一
緒
に
絵
本
を
楽
し
み
た
い
、
さ
さ
や
か
な
親
子
の
幸
せ

に
寄
り
添
い
た
い
と
、
手
作
り
で
点
訳
絵
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
始
め
て
二
十
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

点
訳
絵
本
は
、
市
販
の
絵
本
に
点
字
や
、
絵
を
か
た
ど
っ

た
透
明
シ
ー
ト
な
ど
を
貼
っ
て
作
っ
て
い
ま
す
。
聞
き
な

が
ら
触
っ
て
、
触
り
な
が
ら
読
ん
で
、
大
人
も
子
ど
も
も
、

障
害
の
有
る
無
し
に
関

わ
ら
ず
、
み
ん
な
で
一

緒
に
楽
し
め
る
の
が
特

徴
で
す
。

　
「
一
冊
の
本
を
一
緒
に
楽
し
む
。
触
り
な
が
ら
、
読
み
な

が
ら
、
語
り
な
が
ら
、
色
々
な
感
性
を
育
む
。」
子
ど
も
達
の

成
長
に
豊
か
な
可
能
性
を
秘
め
た
絵
本
な
の
で
す
。

　

今
は
、
盲
学
校
の
生
徒
さ
ん
達
に
も
多
く
利
用
さ
れ
、
点

字
の
学
習
に
も
役
立
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
広
く
理
解
を
深

め
、
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。

ゆめ文庫 新刊目録

　

私
は
小
学
生
の
時
、

初
め
て
旭
川
荘
で
お

し
め
た
た
み
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
経
験
を
し

ま
し
た
。
そ
の
時
に

感
じ
た
混
沌
と
し
た

気
持
ち
を
持
っ
た
ま

ま
生
き
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
決
心
し
て

エ
ン
ジ
ェ
ル
会
の
活

動
に
参
加
し
ま
し
た
。

活
動
初
日
、
ド
ア
の
向
こ
う
で
多
く
の
子
供
た
ち
が

覗
き
込
む
よ
う
に
見
て
る
。
私
た
ち
の
顔
を
見
つ
け

て
、「
○
○
さ
ー
ん
！
遊
ぼ
う
！
」の
声
と
笑
顔
に

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
え
っ
、
私
た
ち
の
事
を
待
っ

て
く
れ
て
い
る
の
だ
。
普
段
の
私
の
あ
た
り
ま
え
の

生
活
と
は
一
体
何
か
。
子
供
達
は
置
か
れ
た
状
況
の

な
か
で
一
生
懸
命
生
き
て
る
。
そ
の
中
で
私
に
で
き

る
事
は
何
だ
ろ
う
か
。

 

ハ
ン
ド
ベ
ル
の
練
習
に
も
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
に
行
な
っ
た
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
会
で

は
笑
顔
が
溢
れ
、
一
緒
に
演
奏
で
き
る
喜
び
は
最
高

の
感
動
で
す
。
感
謝
で
す
。

　

同
窓
生
の
皆

様
！
旭
川
荘
で
笑

顔
の
輪
を
広
げ
ま

し
ょ
う
。
一
人
ひ

と
り
の
小
さ
な
愛

か
ら
大
き
な
喜
び

を
一
緒
に
創
り
ま

し
ょ
う
。

　

仲
間
を
お
待
ち

し
て
ま
す
！

旭川荘療育園ティーボール大会優勝！ ハンドベル演奏会（七夕）

筝曲部の演奏 原田学長講演

学長のごあいさつシスター渡辺を偲んで

１６期の方々

愛らしいお雛様こんなものを作ったらどうかしら？

生
涯
教
育

フ
リ
ー
ジ
ア
の
会

ゆ
め
文
庫

エ
ン
ジ
ェ
ル
会

　

二
〇
一
八
年
度
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー『
同
窓

生
の
集
い
』は
、
初
の
試
み
と
し
て
、
平
成
三
十
年

十
月
二
十
七
日
に
、
大
学
祭
初
日
に
合
わ
せ
て
開

催
し
ま
し
た
。
午
前
中
の
生
涯
教
育
講
座
に
続
き
、

十
二
時
半
よ
り
ヨ
ゼ
フ
ホ
ー
ル
Ｂ
棟
で
開
か
れ
、

卒
業
五
十
周
年
の
十
六
期
を
含
む
一
〇
四
名
の
卒

業
生
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
ご
講

演
後
の
原
田
豊
己
学
長
に
も
ご
臨
席
い
た
だ
き
、

現
在
の
大
学
の
様
子
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
上
田

恭
嗣
人
間
生
活
学
部
長
、
坂
口
真
理
英
文
学
科
長
、

髙
橋
正
侑
名
誉
教
授
、
横
山
學
名
誉
教
授
に
も
ご

臨
席
い
た
だ
き
、
和
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た『
集
い
の
中
で
の
同
期
会
・
サ
ー
ク
ル
会
』

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
三
組
が
参
加
さ
れ
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
楽
し
そ
う
に
お
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
企
画
は
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
同
期
会
・
サ
ー
ク
ル
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
同
窓
会
理
事
会
製
作
の
故
渡
辺
和
子
前
理
事
長
を
含
め
た
ス
ク
リ
ー
ン

映
像
上
映
も
あ
り
、
懐
か
し
い
お
姿
も
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
に
残
る

あ
っ
と
い
う
間
の
二
時
間
半
で
し
た
。

　

大
学
祭
と
の
同
日
開
催
の
企
画
と
し
て
、
学
生
案
内
に
よ
る『
学
内
ツ
ア
ー
』が
あ

り
、
参
加
者
か
ら
は
、「
昔
は
入
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
お
御
堂
を
見
学
で
き
て
感
激
し
ま

し
た
」、「
学
生
さ
ん
と
触
れ
合
え
た
の
が
楽
し

か
っ
た
で
す
」等
の
嬉
し
い
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
解
散
後
は
学
内
を
自
由
に
散
策
さ
れ

た
り
、『
奨
学
生
支
援
バ
ザ
ー
』に
も
た
く
さ
ん

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
皆
様
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
開

催
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
、
十
一
月

三
日
の
大
学
祭
初
日
で
す
。
講
演
会
・
バ
ザ
ー

が
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

みずたまのたび

うまれてきてくれて　ありがとう

おふろでちゃぷちゃぷ

きつねのホイティ

うっかりまじょと　ちちんぷい

いただきまあす

ほんがすき！

14ひきの　ひっこし

そんごくう

うさぎのおうち

うさぎがそらを　なめました

ここよ　ここよ

がまどん　さるどん

ちょっとだけ

かみさまからのクリスマスプレゼント

たなばた　ものがたり

ねずみの　おいしゃさま

ゆうたのゆめをみる

ことりとねこのものがたり

おふろだ、おふろだ！

おさるのジョージどうぶつえんへいく

ようせいのおくりもの

ちょうちょ

おうさま　でかけましょう

はじめてのおつかい

大根はエライ

またまた！ねずみくんのチョッキ

ぼうし　ころころ

アンヌ・クロザ
にしもと　よう
松谷　みよ子

シルビ・ウエッタシンハ
ヌリット・カーリン
わたなべ　しげお
Ｄ・マクフェイル
いわむら　かずお

平田　省吾
マーガレット・ワイズ・ブラウン

あまん　きみこ
かんざわ　としこ

大江　和子
瀧村　有子

やなぎや　けいこ
立原　えりか

なかがわ　まさふみ
きたやま　ようこ
なかえ　よしを

わたなべ　しげお
Ｍ．&Ｈ．Ａ．レイ
吉田　加南子

ミック・インクペン
寺村　輝夫
筒井　頼子
久住　昌之

なかえ　よしを
山脇　恭

2018年度 活動報告ボランティア

　

二
〇
一
八
年
の
十
月
、
卒
業
後
五
十
年
と

い
う
こ
と
で
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
、
同
窓

会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
懐
か

し
い
仲
間
達
、
学
び
舎
、
そ
し
て
私
達
の
頃

と
は
違
っ
て
新
た
な
建
物
も
ふ
え
、
学
部
、

部
活
、
講
座
も
充
実
さ
れ
て
と
て
も
い
い
大

学
に
な
っ
た
な
あ
〜
と
誇
ら
し
く
思
い
ま
し

た
。
文
化
祭
も
見
せ
て
い
た
だ
き
大
学
の
精

神
で
あ
る
知
性
、
道
徳
、
奉
仕
を
後
輩
た
ち

が
引
き
継
い
で
く
れ
て
い
る
の
を
目
の
当
た

り
に
し
、
心
温
ま
る
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

清
心
で
の
日
々
が
私
の
成
長
を
支
え
て
く
れ

て
い
る
ん
だ
と
、
思
い
を
新
た
に
し
て
お
り

ま
す
。
在
学
中
の
人
格
論
の
ノ
ー
ト
は
、
私

の
宝
物
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
大
学
で

学
べ
た
こ
と
に
感
謝
感
謝
で
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
会
を
催
す
に
あ
た
り
、
お

世
話
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
と
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

十
六
期 

英
文
科　

塩
見
豊
子　

クリスマスカップ

　

 

十 

六 

期

五
十
年
ぶ
り
の
同
窓
会
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奨
学
金
事
業

学
生
支
援
講
座

2019年度
ノートルダム清心女子大学同窓会 奨学生

小　椋　優　希
東　山　瑠　夏
藤　井　麻　也
槙　尾　　　咲
秋　山　桃　子
井　上　万規子
王　田　実津季
橋　口　紀　香
河　本　奈津子

2年生

2年生

3年生

2年生

3年生

4年生

3年生

2年生

2年生

文 学 部 英 語 英 文 学 科

文 学 部 英 語 英 文 学 科

文 学 部 英 語 英 文 学 科

文学部日本語日本文学科

文 学 部 現 代 社 会 学 科

文 学 部 現 代 社 会 学 科

人間生活学部児童学科

人間生活学部食品栄養学科

人間生活学研究科食品栄養学専攻

団　体

個　人

平成30年度 同窓会奨励賞

● 秘書検定講座

２級
準１級
合 　 計

107
13
120

コ ー ス 受講者数

● 公務員・教員採用試験対策学内講座

公務員試験対策学内講座
教員採用試験対策学内講座

41
51

コ ー ス 受講者数

◆陸上競技部

◆がんばるんジャー

◆ツボジョーワールド探検隊

◆児童学科 馬 場  梓 （陸上競技部）
◆日本語日本文学科 堀 絵 梨 香 （ボランティア）
◆現代社会学科 林 内 美 樹 （MOS世界学生大会で入賞）
◆児童学科 岩 﨑 ひなの （バスケットボール部）
◆児童学科 酒 井 陽 子 （卓球部）
◆児童学科 西 岡 彩 貴 （卓球部）
◆日本語日本文学科 藤 原 瑠 音 （硬式庭球部）
◆児童学科 向 井 菜々帆 （硬式庭球部）

第39回中四私立大陸上大会、第41回中四陸上大会などで
優秀な成績を収めた。

西日本豪雨災害直後に、有志の学生が立ち上がり結成した。
支援金の募金活動と支援物資の収集活動など地域に貢献した。

坪田譲治とその作品を紹介する活動をした。
（日本語日本文学科2～4年生21名）

（西日本豪雨支援プロジュクトチーム）

　

二
〇
一
八
年
度「
奨
学
生
支
援
バ
ザ
ー
」は
、
生
涯
教
育
講
座
、
同
窓
生

の
集
い
と
の
同
日
開
催
で
十
月
二
十
七
日
（
土
）の
大
学
祭
初
日
に
開
き
ま

し
た
。

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
午
前
中
の
フ
リ
ー
ジ
ア
の
会
の「
手
作
り
品
」

マ
イ
シ
ョ
ッ
プ
の
販
売
に
は
じ
ま
り
、
午
後
か
ら
は
全
国
の
同
窓
生
か
ら
の

寄
贈
品
や
数
々
の
遊
休
品
、
リ
ユ
ー
ス
品
を
多
く
の
方
々
に
ご
購
入
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
年
で
三
回
目
と
な
る
セ
レ
ク
ト
コ
ー
ナ
ー
の
人
気
も
上
々
で

開
店
を
待
つ
リ
ピ
ー
タ
ー
の
姿
も
見
ら
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
ま
た
、
同
窓
生

に
よ
る
マ
イ
シ
ョ
ッ
プ
コ
ー
ナ
ー
は
、
イ
ン
テ
リ
ア
小
物
販
売
の
一
店
舗
の

み
の
出
店
で
し
た
が
、
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
体
験
レ
ッ
ス
ン
の
コ
ー
ナ
ー
が
開
設

さ
れ
、
大
盛
況
で
し
た
。
毎
回
好
評
の
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
は
、
ク
ッ
キ
ー
の
み

の
販
売
と
な
り
ま
し
た
が
、
初
め
て
の
試
み
で
軽
食
の
販
売
も
行
な
い
、
大

勢
の
方
の
ご
利
用
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
バ
ザ
ー
は
、
生
涯
教
育
講
座
と
同
時
開
催
の
予
定
で
す
。
ど
う

ぞ
バ
ザ
ー
会
場
に
も
足
を
お
は
こ
び
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　

二
〇
一
八
年
度
は
、
延
べ
一
〇
九
三
名
の
学
生
が
講
座
を
受
講
し
、
各

種
資
格
を
手
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
Ｍ
Ｏ
Ｓ
試
験
と
秘
書
検
定
２
級

試
験
は
、
学
内
で
受
験
が
で
き
ま
す
。

　

な
る
べ
く
、
一
〜
二
年
生
の
う
ち
に
、
履
歴
書
に
記
入
で
き
る
資
格
を
取

得
す
る
よ
う
、
春
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

奨
学
金
制
度
は
、
昭
和
二
十
九
年
に
発

足
以
来
、
人
物
、
学
業
、
経
済
面
等
を
考

慮
し
て
選
ば
れ
た
学
生
に
、
年
額
二
十
五

万
円
を
給
付
し
て
い
ま
す
。
来
年
度
か
ら

は
二
十
八
万
円
に
増
額
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

奨
学
金
委
員
会
で
は
、
平
成
三
十
年
六

月
九
日
と
十
一
月
十
日
に
、
平
成
三
十
年

度
奨
学
生
に
対
し
、
指
導
報
告
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
三
十
年
十
一
月
十
日
に
三

十
一
名
の
応
募
者
か
ら
、
第
一
次
選
考
会
を
、

一
月
十
二
日
に
第
二
次
選
考
会
を
行
い
、

厳
正
な
審
査
の
も
と
二
〇
一
九
年
度
奨
学

生
を
九
名
決
定
し
ま
し
た
。

奨
学
生
支
援
バ
ザ
ー

2018年度バザー協力者一覧 （年度別・敬称略）

内　

田

忍

服　

部　

貞　

子

岡　

本　

美
智
子

大　

野　

久　

子

亀　

尾　

晴　

江

西　

本　

厚　

子

荒　

川　

義　

子

福　

田　

敏　

子

小
松
原　

美　

子

木　

村　

順　

子

小　

西　

共　

子

上　

塚　

節　

子

安　

村　

時　

子

山　

本　

玲　

子

鈴　

木　

菊　

子

松　
尾　
京　
子

中　

山　

和　

代

井　

上　

幸　

子

平　

田　

博　

子

三　

宅　

美
智
子

竹　

内　

玲　

子

梅　

村　

千
重
子

佐　

野　

美
代
子

白　

神　

礼　

子

河　

内　

章　

子

鴨　

井　

恭　

子

平　

井　

達　

子

宝　

神　

泰　

子

堀　

越　

伸　

子

青　

地　

広　

子

高　

木　

常　

江

大　

熊　

昌　

子

古　

田　

啓　

子

山　

崎　

庸　

子

横　

山　

喜
代
子

衣　

幡　

美
智
子

熊　

代　

直　

子

桑　

田　

優　

子

船　

橋　

眞
喜
子

石　

野　

正　

江

Siegem
und

恵
子

川　

本　

紀
世
子

水　

川　

洋　

子

舘　

野　

康　

子

嵐　
　
　

昭　

子

岡　

田　
　
　

玲

関　
　
　

恵　

子

藤　

川　

定　

子

野　

満　

代

梅　

本　

武　

子

橋　

本　

弘　

子

森　

末　

楔　

子

村　

上　

己
代
子

西　

村　

久
仁
子

原　

田　

よ
り
子

脊　

板　

和　

子

梶　

田　

欣　

子

犬　

飼　

典　

子

今　

出　

妙　

子

青　

山　

和　

枝

品　

川　

祥　

子

山　

田　

美
保
子

山　

下　

容
央
子

谷　

村　

和　

子

明　

比　

具　

子

光　

藤　

明　

子

斉　

藤　

清　

子

入　

矢　

俊　

枝

中　

西　

敏　

子

諏　

訪　

和　

恵

平　

松　

恭　

子

浅　

野　

聡　

美

豊　

田　

早　

苗

渡　
　
　

南
見
子

三　

宅　

量　

子

中　

原　

聡　

子

小
鍛
治　

洋　

子

田　

辺　

弘　

子

橋　

詰　

美
恵
子

松　

浦　

素　

子

宮　

崎　

正　

江

香　

山　

キ
ミ
子

石　

津　

ミ
チ
子

田　

中　

幸　

江

藤　

井　

雅　

子

佐　

藤　

紀
代
子

前　

田　

好　

子

川　

本　

悦　

子

永　

原　

由
美
子

乗　

金　

晴　

子

林　

田　

良　

子

畑　
　
　

陽　

子

岡　

本　

瑠　

美

宇
田
津　

光　

子

川　

上　

順　

子

粟　

井　

美
智
子

二
階
堂　

悦　

子

光　

谷　

婦
美
子

井　

上　

滋　

子

森　

本　

芙
佐
子

中　

山　

邦　

子

馬　

場　

明　

子

作　

田　

明　

美

御　

船　

多
枝
子

宮　

尾　

裕　

子

赤　

枝

操

上　

川　

和　

子

守　

山　

淳　

美

平　

田　

友　

子

山
野
井　

節　

子

小　

郷　

文　

子

進　

藤　

文　

子

大　

下　

政　

子

石　

井　

史　

子

小　

野　

加　

与

杉　

山　

美
佐
子

片　

山　

幸　

子

樋
之
津　

倫　

子

片　

岡　

和　

子

小　

郷　

千
津
子

吉　

田　

妙　

子

後　

藤　

久　

子

佐　

藤　

洋　

子

坂　

本　

鈴　

子

井　

上　

悦　

子

塩　

飽　

優　

野

原　
　
　

美
佐
子

蓮　

井　

道　

子

入　

谷　

み
つ
子

片　

岡　

富　

子

秋　

山　

千
津
子

野　

上　

慶　

子

難　

波　

眞　

弓

浜　

元　

広　

子

生　

田　

千
津
子

岡　

野　

由
美
子

青　

木　

知
恵
子

柴　

部

泉

鳥　

取　

温　

子

伊　

丹　

三
保
子

横　

内　

泰　

江

甲　

田　

正　

子

坂　

本　

美
知
子

清　

水　

和　

子

菱　

川　

美
知
子

中
大
路　

美
知
子

藤　

原　

み
え
子

岡　

﨑　

智　

子

佐　

藤　

基　

子

村　

上　

睦　

美

吉　

田　

陽　

子

元　

田　

和　

子

藤　

沢　

治　

子

向　

坂　

記
美
代

山　

田　

恵　

子

斎　

藤　

礼　

子

内　

藤　

由
紀
子

三　

輪　

洋　

子

長　

野　

育　

子

秋　

本　

多　

恵

小
田
原　

眞
知
子

山　

口　

直　

美

大　

西　

喬　

子

岡　

田　

範　

子

福　

崎　

照　

子

服　

部　

桂　

子

光　

岡　

嘉　

子

久　

本　

直　

子

真　

壁　

雅　

子

髙　

谷　

栄　

子

舛　

井　

成　

子

永　

瀬　

ひ
さ
乃

萱　

野　

啓　

子

三　

房　

富　

江

八　

杉　

い
づ
み

野　

津　

淑　

子

朝　

山　

宮　

子

正　

岡　

啓　

子

木　

村　

純　

子

松　

田　

祥　

江

住　

吉　

利　

美

藤　

田　

朋　

子

兼　

本　

京　

子

宮　

下　

依　

子

松　

浦　

敏　

子

高　

橋　

礼　

子

藤　

原　

文　

子

武　

田　

豊　

子

太　

田　

克　

枝

斎　

藤

緑

石　

原　

桂　

子

岡　

﨑　

明　

美

宮　

園　

す
み
子

高　

原　

晴　

子

大　

﨑　

恭　

子

満　

木　

志
お
り

守　

屋　

尚　

子

横　

田　

典　

子

三　

宅　

貴　

子

禰　

屋　

敦　

子

木　

村　

喜　

惠

岡　

本　

み
ど
り

安　

倉　

満　

子

山　

田　

信　

子

池　

町　

睦　

子

冨　

山　

啓　

子

松　

本　

恵　

子

春　

藤　

悦　

子

花　

田　

典　

子

永　

安　

美
和
子

清　

時　

成　

子

浅　

野　

千
恵
子

粟　

根　

洋　

子

瀬　

尾

緑

瀬　

川　

浩　

子

中　

尾　

満　

江

北　

川

英

斉　

藤　

幸　

子

荒　

内　

和　

美

伏　

見　

陽　

子

藤　

原　

邦　

子

石　

川　

典　

恵

加　

藤　

菜
穂
子

尾　

田　

晴　

子

石　

原　

和　

子

中　

西　

一　

代

光　

末　

香
惠
美

中　

塚　

佐
和
子

片　

山　

朋　

子

早　

川　

浩　

美

上　

原　

享　

子

房　

野　

祥　

子

磯　

﨑　

恵　

古

横　

田　

和　

美

髙　

木　

な
お
み

大　

塚　

景　

子

阿
久
津　

淑　

子

森　
　
　

永　

恵

田　

中　

三
穂
子

高　

津　

昌　

美

牧　
　
　

久　

美

泉　
　
　

三
保
子

片　

山　

尚　

子

小　

林　

文　

子

原　

山　

裕　

子

杉　

田　

裕　

子

白　

米　

優　

子

神　

吉　

美
代
子

高　

橋　

美　

晴

三　

上　

順　

子

大　

野　

耐　

子

難　

波　

久　

子

魚　

森　

順　

子

三　

牧　

佳　

子

佐　

藤　

好　

恵

中　

村　

幸　

枝

沖　
　
　

典　

子

道　

家　

昌　

子

川　

井　

佳　

代

岡　

本　

美　

江

前　

田　

美
代
子

前　

嶋　

徳　

子

関　
　
　

清　

美

冨　

谷　

美
和
子

森　

安　

美
由
紀

宮　

野　

直　

美

尾　

坂　

美
代
子

豊　

福　

三
智
子

村　

井　

督　

代

山　

本　

恵　

理

片　

岡　

優　

子

塩　

見　

温　

子

土　

井　

裕　

子

藤　

澤　

陽　

子

竹　

内　

佳　

子

BRODBECK

佐
予
子

中
塚

容

定　

久　

照　

美

河　

原　

智　

代

小　

柴　

英　

子

野　

上　

典　

子

苫　

田　

裕　

子

中　

野　

あ
す
か

築　

島　

友　

貴

中　

島　

由　

規

片　

岡　

明　

子

奥　

西　

恭　

子

間　

崎　

博　

恵

大　

野　

敬　

子

花　

房　

美　

陽

池　

田　

尚　

子

福　

長　

里　

彩

水　

野　

淑　

子

長
谷
川　

綾　

子

能　

勢　

明　

子

長　

田　

峰　

枝

矢　

敷　

典　

子

野　

上　

直　

子

神　

山　

佳　

江

田　

中

愛

佐　

野　

裕　

美

松　

川　

康　

子

大　

垣　

尚　

子

河　

向　

智　

美

山　

本　

景　

子

伊　

住　

理　

恵

白　

根　

直　

子

長　

岡　

あ
か
り

川　

上　

敬　

子

田　

光　

愛

西　

谷　

美　

保

濱　

﨑　

絵　

梨

榎　

本　

み
ゆ
き

野　

村　

陽　

子

長　

束　

真　

弓

久
保
山　

理　

恵

山　

下　

亜　

未

森　

江　

愛　

子

河　

原　

知　

子

青　

木　

明　

菜

永　

井　

絢　

子

在　

本　

千　

優

平　

岡　

ま
り
え

新　

田　

陽　

子

赤　

木　

悠　

香

尾　

島　

早　

紀

岡　

部　

沙　

希

磯　

田　

尚　

子

福　

田　

紗　

弓

三　

宅　

恵　

理

片　

山　

典　

子

原　

田　

綺
璃
子

住　

吉　

史　

帆

味　

村　

奈　

実

山　

本　

知　

佳

守　

本　

菜
々
実

現
・
理
事
一
同

受賞しました！

受賞しました！

《団体賞》

《個人賞》

「MOS世界学生大会 2019」ワード部門
日本代表候補者上位20名に入賞

2 年 現代社会学科 小　田　萌　生（受賞時は 1年）

2018年度オデッセイ アワード
マイクロソフト オフィス スペシャリスト 大学部門賞 入賞

平成30年度 秘書技能検定
団体優秀賞

2019年度 奨学生支援バザー
◆11月３日（日）

◆受付期間

◆問 合 せ

☆マイショップ募集

＊フリージアの会（手作り品）、マイショップコーナー
10時～15時

＊遊休品、セレクトコーナー、ブランドリユース品
生涯教育講座終了後～15時

７月～10月中旬

同窓会事務局 TEL（086）253－8496

手作り品を製作しておられる方、ご自身のお店を出店
しませんか？

☆遊休品、ブランドリユース品寄贈のお願い
手作り品、遊休品、ブランドリユース品をご提供く
ださい。Ｔシャツなどの古着はご遠慮ください。

：ヨゼフホールラウンジ

Microsoft Office Specialist

Excel スペシャリスト
Excel エキスパート
Word スペシャリスト
Word エキスパート
Power Point
Access

（一般）
（上級）
（一般）
（上級）

311
80
286
74
104
26
881

コ ー ス 受講者数

● パソコン資格取得講座

合 計

学生支援事業

フリ－ジアの会の手作り品 ポーセラーツ体験中 セレクトコーナー

（
氏
名
は
、
名
簿
調
査

終
了
時
点
の
も
の
で
す
）

Sr.

ノートルダム清心女子大学 同窓会
長方形

ノートルダム清心女子大学 同窓会
長方形

ノートルダム清心女子大学 同窓会
長方形

ノートルダム清心女子大学 同窓会
長方形
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令和元年５月25日（土）にノートルダム清心
女子大学中央棟８階会議室において、支部長会
を開催しました。全国９支部からお集まりいた
だき、2018年度の活動報告を聞き、問題点な
どを話し合いました。活発なご意見をいただき、
同窓生としての絆が一層深められた有意義な時
間となりました。

６月22日（土）
11：00～15：15

11月16日（土）
11：00～14：00 名古屋マリオットアソシアホテル

検討中

原田学長

原田学長・菊永茂司

９月29日（日）

ノートルダム清心女子大学
カリタスホールラウンジ

支 部 名 日　　時 場　　所 招 待 者（敬称略）

東 京 支 部

東 海 支 部

北海道ユリア会

岡山県支部

■2019年度支部長会報告

●北海道ユリア会（50人）
背中を押していただいて、2018年より「北海道ユリ

ア会のあゆみ」の作成に役員会で取り組んでおります。
2019年は総会の年です。懇親会と共に、９月29日

開催を予定しています。
　皆様と「あゆみ」を開いて、日々の生活、清心スピ
リッツ、そして更にお話が広がる会となりますように願っております。

●東京支部（2,129人）

●東海支部（598人）

●京阪神支部（2,291人）●四国支部

●岡山県支部（16,301人）

●鳥取支部（97人）

●広島支部（1,714人）

●九州支部（739人）

東京支部では、年に一度の幹事会開催、同
じく年に一度の支部ニュース発行と、二年に
一度の支部総会・懇親会開催を主な活動とし
ております。
  2019年７月20日（土）に東京ガーデンパレスに
於いて、東京支部総会・懇親会を開催いたしま
す。今回は原田豊己学長、津田葵理事長、英語英文学科長 広瀬佳司教授、児童学科 石原金由
教授にご臨席いただく予定になっており、原田学長のご講話ほか、先生方の近年のご活躍の
ご様子を伺える機会も設けようと、40期・41期の支部役員が準備に勤しんでおります。多数
のご参加を、心よりお待ち申し上げております。

2019年は、２年に一度の支部総会・親睦会開
催の年です。木々が色とりどりの紅葉で染まる
美しい頃となります11月16日（土）に、名古屋マ
リオットアソシアホテルにおいて、第18回東
海支部総会・親睦会を開催いたします。大学で
学んだ「愛と奉仕の精神」で謙虚な気持ちを忘
れずに、38期・39期の役員が心を込めて準備を進めております。
　津田理事長並びに原田学長が、ご臨席くださる予定です。一人でも多くの会員の皆様に参
加していただき、懐かしい岡山時代の郷愁に浸るとともに、同窓生との交流や絆を深められ
る機会の場にしたいと考えております。同窓生の皆様とお会いできますことを楽しみに、支
部総会・親睦会に向けて精進してまいります。

2018年９
月９日（日）に
ＪＲホテルク
レメント高
松において
第17回四国
支部総会・
懇親会を開催いたしました。
　小嶋博巳副学長、髙木孝子前学長・特別招聘教授、横溝洋
子同窓会会長、福田好子副会長にご臨席いただきました。懇
親会では出席者の皆様に１分間スピーチをお願いし、世代を
超えて親睦を深めることができました。
　昨年会員1,060名を超えた四国支部では、同窓生の絆を深
める場となりますよう、支部の活動を大切に続けて参りたい
と思っています。

2019年の６月22日に母校カリタスホールにて第12回岡山県支部総会・親睦会を予定し
ています。2018年10月には高校生対象のノートルダムトロフィー・English Speech Contest
を行い、13名の参加がありました。長年続けてきたスピーチコンテストですが、2019
年から本部主催として実施していただけることとなりました。
　また県内各地で地域花みずき会（ミニ同窓会）を開いています。より多くの皆様に参加
していただき、会員同士の親睦、交流を深めていくことができたらと思っております。
今後も同窓生の皆様とお会いできることを楽しみにしております。

2018年末の鳥取支部総会は、平成最後の会と
なりました。次回の同窓会は、令和の年に開催さ
れることになります。年月の経つことのなんと速
いことでしょう。私自身この支部同窓会の設立以
来、約20回の参加を数えます。皆様とも姉妹のよ
うに長く良いおつきあいをさせていただいていま
す。半ばから幹事もさせていただき、その“役得”といったところでしょうか？（笑）
本当に素敵な方ばかりです。これからも新しく加わってくださる皆様ともどもどうぞ
よろしくお願いいたします。

2018年７月28日（土）に福岡の日航ホテ
ルにて第19回九州支部総会・懇親会を開
催しました。懇親会には原田豊己学長、
菊永茂司常務理事、本部より横溝洋子会長、
横溝美子理事にご臨席いただきました。
　原田豊己学長が就任されて初めての会
でしたが、直接お会いし、お話しできたことは私たち九州支部の会員にとって一つの
節目になったのではないかと感じています。他支部からの参加者も多く、和やかで楽
しい時間を共に過ごすことができました。

2018年７月の西日本豪雨では広島・山
口・島根も大きな被害を受けました。被災
された皆様に心よりお見舞い申し上げます。
　９月に予定していた支部総会・懇親会も
一時はどうなるかと思いましたが、無事に

■2019年度 支部総会開催予定表

支部マップ

支部だより 支部活動に ご協力いただける方を 募集しています

★ 支部会費納入のお願い ★
同窓生は、同窓会会則第２章第７条「会員は、すべてい
ずれかの支部に所属するものとする」により、必ずいず
れかの支部に所属することになっております（※どの支
部に所属しているかは、同窓会支部規程をご覧くださ
い）。支部会費の納入をよろしくお願いいたします。

※各支部の会員数は2019年５月現在のものです

2018年８月26日、ホテル
グランヴィア京都にて津田
理事長、山根副学長、保江
先生にご臨席賜り、第27回
総会・懇親会を開催致しま
した。シスター渡辺を偲び
ながら懐かしいお姿を映像
で拝見し、同窓生のメッ
セージから、シスターに直
接大切に愛された人として
その愛と御教えを大事にし
て歩んでいきたいと改めて感じました。また、清心の同窓生としての
つながりを深める会となりました。
　支部は４月から41・42期の新役員が活動をスタートいたしました。来
年の支部総会に皆様を心を込めてお迎えしたいと思います。

「あゆみ」打ち合わせの日に

吉祥寺のナミュールノートルダム修道院にて

38期・39期の役員です。11月16日（土）、お待ちしています。

支部総会での理事長のごあいさつ

同窓のご縁にありがとう

///////

役員で力を合わせて

来年も元気でお会いしましょう

同窓生の輪が広がります

支部総会にて

７月20日（土）
11：00～14：30 ホテル東京ガーデンパレス 津田理事長・原田学長

広瀬佳司・石原金由

支部長  青木美樹子 

支部長  伊藤幸代 

支部長  菅 奈保子

代表  西浦美恵子  

支部長  葛城千代  支部長  吉田公子  

支部長  三輪洋子 

開催することが出来ました。出席できない支部会員の方々からは、近況報告やお見舞い、
励ましのメッセージをいただき、この場を借りて感謝申し上げます。
　懇親会ではご臨席いただいた原田学長、広瀬先生がわざわざテーブルを回ってお話しし
てくださり、心温まる時間を過ごすことができました。
　次回の支部総会・懇親会は2020年、東京オリンピックの年に開催予定です。１人でも多
くの方のご参加をお待ちしております！　     　支部長  山中久代  

（1,106人）

支部長  谷  仁美  

北海道ユリア会

東海支部

京阪神支部

鳥取支部

岡山県支部

広島支部

九州支部 四国支部

東京支部

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// /////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////



文　　学

講 座 名
『源氏物語』を読む。
『百人一首』を読む。

ノートルダム清心女子大学名誉教授
赤 　 羽 　 　 淑

5月～7月、9月～3月
第１月曜日10：30～12：00

13,000円
（1カ月/1,300円）

テキスト代

テキスト代・資料代他
（3,500円～3,800円）

テキスト代（2冊）
初回（4,030円税込）

足袋をご持参下さい。
録音・録画は自由です。
テキスト・扇はこちらで
用意いたします。

ペン習字
文部科学省後援硬筆毛筆書写検定
岡 山 県 審 査 委 員
日本ペン習字研究会師範

橋 本 真 理（紫 泉）

5月～7月、10月～1月
①毎週水曜日13：30～14：40
②毎週水曜日15：00～16：10

5月～7月、10月～2月
第２・４金曜日 13：30～15：30

5月～7月、10月～3月
 第２・４木曜日

①13：00～14：30 ②15：00～16：30

（清心幼クラス）
第２・４月曜日14：00～15：00
（清心小クラス）

第２・４月曜日15：15～16：15

書写検定受験者は
受験料と参考書必要

扇（4,000円）

着物（ゆかた）、足袋等は
各自ご用意ください

18,200円
（1カ月/2,600円）

公的資格の文科省後援硬筆書写検定３
～１級の取得を目指す。万年筆、ボー
ルペン、筆ペンなどで、宛名書き、履
歴書、季節の挨拶状など、実用的なス
キルを楽しみながら身につける。

きもの
　着付け

むつみ京都総合学院学院長

吉　井　睦　美

一 級 家 元 教 授

菊　井　優　子

5月～7月、10月～2月
①毎週金曜日10：00～12：00
②毎週金曜日13：30～15：30

24,800円
（1カ月/3,100円）

花代・１回
（900円）

1カ月/3,000円

1カ月
一般 4,000円
学生 2,000円

20,000円
（1カ月/2,500円）

ゆかたから留袖まで自分で着られるよ
うになる。和の文化についても学べる
し、マナーも身につけることが出来
る。人に着せ付けることも可能。講師
の資格も取得できる。

謡曲・仕舞
（観世流）

生 け 花
（小原流）

日本舞踊
（正派若柳流）

観 世 流 能 楽 師
林喜右衛門家十四代当主

林　　宗　一　郎

正 派 若 柳 流 師 範
岡山日本舞踊協会会員
公益社団法人 日本舞踊協会会員

若　柳　桃　保

4月～3月
第２水曜日10：00～11：30

5月～3月

正しい姿勢を作り謡をうたう意味を学
び心身ともに美しい人を目指す稽古を
します。

花に触れ、花を活けながら花とたわむ
れ、自分の内にある感性を育てていき
ましょう。

楽しみながら日本舞踊ができる様、初
心者の方にも習得しやすい小曲を中心
に指導を行う。また、踊りのお稽古を
通して着付け、礼儀作法も身につける
ことができる。

講 師 内 容 曜日・期間等 受講料（全納） 教　材　費

2019年度  文化講座 〝学びの旅を始めませんか!!〟

※ 文化講座は５月開講、随時受け付けます。
　 冷暖房費は年間1,080円です。

ノートルダム清心女子大学同窓会
〒700-8516  岡山市北区伊福町2-16-9 TEL（086）253-8496
申込み、問合わせ

二
〇
一
九
年
度
同
窓
会
代
議
員
総
会

奨学金の給付
奨学生指導会
奨学生支援バザー
奨励賞
ゆめ文庫（点訳絵本奉仕）
エンジェル会奉仕
フリージアの会
ホームカミングデー（同窓生の集い）
生涯教育講座
会報発行
支部支援
名簿管理
スピーチコンテスト
故 渡辺和子前理事長 追悼の集い
一般寄付金手数料
ナミュール修道女会寄付
資格取得支援講座費
文化講座費
期首商品棚卸高
書籍、その他物品仕入
期末商品棚卸高

給与手当
法定福利費
会議費
旅費交通費
消耗品費
消耗什器備品費
通信費
修繕費
印刷費
光熱水費
保健衛生費
賃借料（リース料）
保全費
管理費
手数料
雑費
租税公課
寄付金
特別会計から繰出

什器備品購入支出
リース資産支出
会報発行積立金
建物積立金
諸事業積立金

入会金、会費収入
一般寄付
支部より寄付支援
資格取得支援講座収入
文化講座収入
バザー売上
書籍売上
その他物品売上
受取利息
雑収入
受取手数料
特別会計より繰入

13,000,000
1,800,000

20,000,000
600,000
350,000
50,000
100,000
40,000
60,000
475,000

36,475,000
20,436,305
56,911,305

10,650,000
1,231,000
876,804

29,049,128
360,360
375,310
2,056

108,354
24,220
43,840
408,295

43,129,367
20,436,305
63,565,672

11,000,000
1,200,000

20,000,000
350,000
350,000

100,000
25,000
40,000
400,000
536,229

34,001,229
21,012,963
55,014,192

（単位：円）〈収入の部〉

ノートルダム清心女子大学同窓会
平成30年度  決算報告（平成30年４月１日～平成31年３月31日）
　令和元年度  予　　算（平成31年４月１日～令和２年３月31日）

科 目
中 科 目

平成30年度
総括予算額

平成30年度
総括決算額

令和元年度
総括予算額大 科 目

会 費 収 入

寄付金収入

事 業 収 入

雑 収 入

特別会計繰入金
小　　　計

前期繰越収支差額
合　　　計

奨学金事業

ボランティア

ホームカミング

会報発行

支部支援

非収益事業

収益事業

2,250,000
150,000
150,000
200,000
200,000
200,000
200,000
300,000
500,000
3,855,000
1,800,000
2,800,000

50,000
300,000

12,000,000
550,000
525,441
120,000

△525,441
25,625,000
6,800,000
900,000
700,000
50,000
350,000
150,000
300,000
50,000
150,000
380,000
50,000
182,000
150,000
500,000
30,000
350,000
1,800,000
30,000

12,922,000
13,689,089

675,216
1,000,000
1,000,000
2,000,000

56,911,305

2,250,000
130,680
102,234
100,000
110,070
117,034
99,272
91,394
387,510
3,748,196
1,532,224
1,745,785

30,050
0

12,741,555
305,100
525,441
78,156

△633,188
23,461,513
6,574,984
852,327
668,667

0
345,917
30,888
218,735

0
113,940
328,401
43,524
181,440
126,424
476,560
19,928
742,249
2,547,000
1,076

13,272,060
1,010,000
133,920
675,216
1,000,000
1,000,000
2,000,000
21,012,963
63,565,672

2,520,000
150,000
150,000
200,000
150,000
150,000
150,000

500,000
4,200,000
1,800,000

600,000
500,000
50,000
300,000

13,000,000
315,000
633,188
90,000

△633,188
24,825,000
7,000,000
900,000
800,000
50,000
360,000

280,000
50,000
150,000
360,000
50,000
182,000
150,000
500,000
30,000
800,000
2,055,000

536,229
14,253,229
11,260,747

675,216
1,000,000
1,000,000
2,000,000

55,014,192

〈支出の部〉
科 目

中 科 目 小 科 目
平成30年度
総括予算額

平成30年度
総括決算額

令和元年度
総括予算額大 科 目

事 業 費

管 理 費

特別会計繰出金

予 備 費

固定資産取得支出

積立金支出

小　　　計

小　　　計

次期繰越収支差額
合　　　計

　

二
〇
一
九
年
度
同
窓
会
代
議
員
総
会
は
、
令
和
元
年

五
月
二
十
五
日（
土
）、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

中
央
棟
八
階
会
議
室
に
て
、
代
議
員
二
十
七
名
、
委
任
状

出
席
六
十
七
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
、
提
出
議
案
は
す
べ

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
号
議
案

平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
承
認
の
件

第
二
号
議
案

二
〇
一
九
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
承
認
の
件

第
三
号
議
案

補
欠
役
員
承
認
の
件

1213

（2019.5.18現在124名）

尊敬と感謝をこめて
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〇
一
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員
名
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専 ５期・保
大 ６期・英
大 ６期・家
大 ８期・英
大 ８期・国
大10期・英
大10期・国
大10期・国
大10期・家
大12期・国
大12期・家
大13期・家
大14期・家
大14期・家
大15期・国
大15期・家
大16期・英
大16期・家
大17期・国
大17期・家
大18期・英
大18期・国
大18期・家
大18期・家
大18期・児
大18期・児
大19期・国
大19期・食
大20期・国
大20期・児
大20期・食
大21期・英
大21期・国
大21期・家
大21期・食
大23期・英
大23期・国
大23期・児
大24期・英
大24期・英

中　張　悦　子
鈴　木　菊　子
藤　井　倫　子
信　岡　敦　子
石　井　良　枝
大　熊　昌　子
田　中　慎　子
古　田　啓　子
元　井　和　子
杉　本　香奈恵
齋　藤　　　緑
光　藤　明　子
成　瀬　京　子
世　良　佳　子
小　山　利　子
石　津　ミチ子
岡　本　恵美子
百合草　孝　子
天　野　ひろみ
岡　本　瑠　美
森　本　芙佐子
上　川　和　子
藤　原　桂　子
高　木　知恵子
内　田　順　恵
古　賀　由　恵
上　野　和　子
坂　本　鈴　子
須　江　秀　子
稲　田　敏　子
片　岡　富　子
西　浦　美恵子
鳥　取　温　子
横　内　泰　江
小　山　育　子
三　輪　洋　子
長　野　育　子
椋　代　公　子
神　浦　由　里
佐　藤　泰　子

大24期・国
大24期・家
大24期・食
大25期・英
大25期・国
大26期・英
大26期・児
大26期・児
大27期・家
大28期・家
大28期・家
大28期・食
大29期・児
大30期・英
大30期・食
大31期・英
大31期・家
大32期・家
大33期・英
大33期・国
大34期・国
大34期・家
大35期・国
大35期・家
大36期・家
大36期・食
大37期・食
大37期・食
大38期・国
大39期・国
大39期・児
大39期・食
大40期・英
大40期・英
大41期・英
大41期・英
大41期・家
大41期・児
大42期・英
大42期・家

吉　田　公　子
菊　井　優　子
英　　　千恵子
森　川　悦　子
大河原　桂　子
豆　谷　裕　子
福　田　澄　恵
牧　　　豊　子
服　部　裕　子
片　岡　一　惠
河　原　秀　子
長　尾　祥　誉
金　光　真　里
畑　野　比呂美
藤　田　雅　子
佐　藤　由美子
谷　　　仁　美
池　内　比　美
高　木　祥　子
那　須　英　糸
前　田　敦　子
岸　本　晴　美
時　久　祐　子
中　野　明　子
佐　藤　容　子
青　木　　　泉
渡　部　睦　美
石　井　知恵子
近　藤　美智子
伊　藤　幸　代
木　村　久　恵
山　本　小百合
中　内　　　香
菅　　　奈保子
髙　野　友　紀
渡　辺　好　美
吉　村　香　里
葛　城　千　代
山　中　久　代
井　上　圭　子

大43期・家
大44期・英
大44期・国
大45期・国
大45期・家
大46期・家
大47期・食
大48期・児
大49期・英
大50期・英
大51期・英
大51期・食
大52期・日
大52期・食
大53期・生
大54期・食
大55期・社
大56期・英
大56期・生
大56期・生
大57期・英
大57期・生
大57期・児

内　藤　知　美
仁　科　麻　紀
東　山　有　未
松　岡　一　美
岡　村　亜　希
清　水　　　薫
北　原　香　奈
堀　米　直　子
筒　井　智　美
西　川　照　美
髙　橋　三紗子
青　木　美樹子
内　藤　景　子
菱　川　明　子
間　野　亜耶子
金　谷　祐　子
神　原　芳　里
高　原　佐知子
江　國　未　來
野　瀬　裕　子
坪　本　由　佳
立　石　麻美子
秀 梓

期・科 氏 　 　 名期・科 氏 　 　 名期 ・ 科 氏 　 　 名期・科 氏 　 　 名
大57期・食
大58期・食
大58期・食
大59期・生
大60期・日
大60期・日
大60期・社
大61期・日
大61期・日
大62期・日
大62期・日
大63期・社
大63期・生
大64期・社
大64期・社
大65期・児
大65期・食
大66期・児
大66期・食
大67期・日
大67期・日

藤　田　雅　子
井　上　結　貴
柏　瀬　晴　子
小　林　由　佳
石　原　三希江
久木野　優　子
槇　尾　早奈恵
笠　原　彩　奈
信　江　有　紀
西　川　綾　華
渡　邉　貴　子
笹　治　　　里
石　田　みずえ
川　﨑　有　理
俣　野　由　佳
齋　藤　暑　子
小　野　優　奈
藤　原　果　奈
河　本　奈津子
枝　木　佑　充
中　村　綾　乃

（自前の扇がある方は
ご持参ください）

実　

光　

詔　

子

垪　

和　

陽　

子

安　

井　

和　

子

三　

宅　

雅　

子

久　

一　

純　

子

西　

井　

和　

子

横　

溝　

洋　

子
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美
智
子
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子
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美
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甲　
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み
ど
り

斉　
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子
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子

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

◎
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事

理
事

理
事

理
事
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事
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事

○
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事
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・
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・
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期
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監　査　報　告
　平成30年4月1日から平成31年3月31日までの平成30年度に
おける会計及び業務の監査を行い、次のとおり報告する。

１ 監査の方法の概要
（１）会計監査については、帳簿及び関係書類の閲覧など必要と

思われる監査手続きを用いて計算書類の正確性を検討した。
（２）業務監査については、理事会及びその他の会議に出席し、

理事から業務の報告を聴取し、関係書類の閲覧など必要と
思われる監査手続きを用いて業務執行の妥当性を検討した。

２ 監査意見
（１）収支計算書、正味財産増減計算書、貸借対照表、財産目録

は会計帳簿の記載金額と一致し、会の収支状況及び財政状
態を正しく示していると認める。

（２）事業報告書の内容は真実であると認める。
（３）理事の職務執行に関する不正の行為又は法令若しくは会則
　　　に違反する重大な事実はないと認める。

以　上
　　　平成31年４月25日

（
◎
は
会
長
○
は
副
会
長
）

総会報告代議員名簿・文化講座

　平成30年６月、
米寿を迎えられ
た赤羽　淑先生を
囲み、国文学者の
方々や、卒業生で
綴った文集を贈り
和やかなお祝いの
会をしました。

ノートルダム清心女子大学 同窓会
長方形
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大学からのお知らせ

● 2019年度  オープンキャンパスのご案内
● 2020年度  入試説明会

アンケートのお礼

■ ５月　５月26日（日）
■ ６月　６月23日（日）
■ ７月　７月21日（日）

■ ８月　８月８日（木）・９日（金）
■ ９月　９月29日（日）
■ ３月　2020年３月20日（金・祝）

■ ６月19日（水）

＊事前にお申し込みのうえ、ご参加ください。
＊オープンキャンパスに参加できない方のために
　サタデーキャンパスを開催しています。

○詳しくは、ホームページをご覧ください。
TEL：086-255-5585（直通）
URL：http://www.ndsu.ac.jp/

入試広報部より

入試広報部

清心清心フェフェリーチェ開講講座開講講座201019年度9年度 清心清心フェフェリーチェ開講講座開講講座201019年度9年度 清心フェリーチェ開講講座
特別講演特別講演特別講演特別講演

2019年度
特別講演

秋山 美恵子氏大学23期 国文学科

重 藤 洋 子氏大学31期 国語国文学科
（現 日本語日本文学科）

（現 日本語日本文学科）

ノートルダム清心女子大学
ヨゼフホール

８月10日（土）
13：30～15：00

※ 特別講演は、事前の申し込みが必要です。
　 申し込み方法の詳細については、ノートルダム清心女子大学生涯学習センターHPをご覧いただくか、下記「お問合せ先」まで
　 ご連絡ください。

お問合せ先 ノートルダム清心女子大学 生涯学習センター
URL：https://www.ndsu.ac.jp/felice/〒700-8516  岡山市北区伊福町２丁目16－9   E-mail: opc@post.ndsu.ac.jp

TEL 086－252－7045  FAX 086－252－7044

謹 弔 謹んでご冥福をお祈りいたします
川島（佐藤）節子 様 （専４・保）
中浜（谷本）圭子 様 （専４・被）
松原（沼本）昭子 様 （専４・被）
島谷（荒木）美智 様 （専５・被）
井上（難波）妙子 様 （専５・被）
片山（三島）房子 様 （専５・英）
Sr. 大 　 京 子 様 （大２・英）
河端（徳吉）幸子 様 （大４・英）
Fumiko（藤川）Quan（富美子）様 （大４・英）
塩見（秋山）貞女 様 （大４・家）
吉田（浅野）朋子 様 （大７・英）
横見（高木）二重 様 （大７・家）
平田（東）孝子 様 （大８・英）
河崎（瀬尾）悦子 様 （大９・家）
清藤（高塚）美智子 様 （大11・英）
Sr. 棚 町 　 忍 様 （大12・家）
成宮（林原）朋子 様 （大13・家）

新　井　宣　子 様 （大14・英）
Mrs.Kazuko（伊志嶺）RobertW. （和子）様 （大14・英）
藤　田　知恵子 様 （大15・英）
齋藤（田中）朋子 様 （大16・英）
岩元（宮原）淑子 様 （大16・国）
蜂須賀（中島）明美 様 （大16・家）
Sr. 崎 村 澄 子 様 （大16・児）
古　川　和　代 様 （大17・英）
井村（三村）晏子 様 （大17・英）
平岡（池田）美栄子 様 （大18・英）
福田（榊原）清子 様 （大18・家）
桑木（上田）保子 様 （大18・児）
Sr. 西 江 温 子 様 （大18・児）
小仁井（高橋）時美 様 （大19・英）
山本（亀山）日出子 様 （大20・英）
Sr. 金 光 明 美 様 （大20・英）
片　山　良　子 様 （大20・国）

藤　井　道　子 様 （大20・国）
市　村　京　子 様 （大20・児）
目黒（武田）千恵子 様 （大21・英）
小谷（木本）豊子 様 （大21・家）
渡辺（笠井）操 様 （大22・家）
成末（浅尾）親代 様 （大23・英）
尾木（堀田）真理子 様 （大23・英）
小　林　幸　枝 様 （大23・児）
生石（楢村）光枝 様 （大24・家）
中岡（佐々木）弘恵 様 （大24・児）
乗本（徳永）幸子 様 （大24・食）
松浦（山本）敏子 様 （大26・英）
政田（藤本）知子 様 （大27・家）
宮本（長﨑）明美 様 （大28・英）
秋　山　　　泉 様 （大28・家）
安田（三宅）孝子 様 （大28・児）
勝本（正木）攝子 様 （大28・食）

城谷（城谷）洋子 様 （大31・食）
福田（真屋）百合子 様 （大31・食）
澤井（松村）かほり 様 （大32・家）
池田（二宮）由美 様 （大32・児）
寒木（松岡）香織 様 （大34・児）
檜皮田（米田）幸美 様 （大35・児）
黒田（小田）めぐみ 様 （大38・食）
林（坂口）三奈子 様 （大39・家）
三浦（小林）千佐子 様 （大41・家）
栢　野　恭　子 様 （大43・食）
長　田　峰　枝 様 （大44・家）
大　月　規　子 様 （大45・家）
平　田　悦　子 様 （大48・英）
那　須　聖　子 様 （大48・児）
渡　邉　理絵子 様 （大51・生）
金　川　静　香 様 （大58・生）

岡崎（金光）慶子 様 （専１・物）
長尾（小谷）右子 様 （専１・保）
守谷（中野）啓子 様 （専１・被）
小坂（元岡）紀子 様 （専２・保）
剣持（剣持）玲子 様 （専２・被）
坪　井　幸　惠 様 （専２・被）
中藤（守谷）明子 様 （専２・被）
岸岡（田辺）友子 様 （専３・物）
大橋（津田）義子 様 （専３・物）
前田（桜井）年子 様 （専３・保）
Sr. 西 江 温 子 様 （専３・保）
服部（津島）貞子 様 （専３・保）
渡辺（東山）由三枝 様 （専３・保）
有本（光岡）郁子 様 （専３・保）
石井（浦上）武子 様 （専３・被）
鳥越（鳥越）公香 様 （専３・被）
増成（増成）禮子 様 （専３・被）

情報センター教授
文 学 部 教 授
文 学 部 准 教 授
文 学 部 准 教 授
地域連携センター客員教授
人間生活学部助手

水野　 博
藤實 久美子
中村 善雄
木下 華子
木山 博雅
脇田　 和

施設企画管理部
入 試 広 報 部
地域連携センター
附 属 図 書 館
学 務 部 諸 課 程
人間生活学部実験実習助手

長畑 健一
仲上　 健
樋口 京子
大塚 雅嗣
文箭 桃子
赤澤 美帆

ありがとうございました

　2019年４月からセント・
ヨゼフホール１階の展示
コーナーにて、聖ジュ
リー・ビリアートと、ナ
ミュール・ノートルダム修
道女会の資料を紹介してい
ます。
　展示資料は、キリスト教
文化研究所所蔵の書籍等を、
企画にあわせて数点ずつ展
示していく予定です。

聖ジュリー列聖50周年記念展示

TEL 086-252-3107 FAX 086-252-7035
E-mail: archives@post.ndsu.ac.jp

※ お電話でのご連絡は月～金 9時～16時（祝・本学休業日を除く）

開室時間：９時～16時（平日）９時～12時（土）祝祭日・本学休業日は閉室

　

住
所
等
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
す
み
や
か

に
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
窓
会
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

本
保
先
生
は
、
本
学
児
童
学
科
を
ご
卒
業

後
、
長
崎
純
心
大
学
大
学
院
に
進
学
さ
れ
ま

し
た
。
人
間
発
達
学
を
専
攻
、
現
在
、
治
療

教
育
学
の
研
究
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
、
同
窓
会
の
奨
学

生
選
考
委
員
と
し
て
、
ご
指
導
・
ご
助
言
を

頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

先
生
の
今
後
の
更
な
る
ご
活
躍
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

平成30年８月９日、 同窓会（本部・９支部）は、 「山陽新聞　社会事業団」
を通じて、 義援金100万円を寄贈致しました。

住
所
変
更
届
け
の
お
願
い

ボランティア募集中！

― この春ご退職の先生方 ― 広報室アーカイブでは本学に関する資料を収集・保存しています。
本学資料をお持ちの方がいらっしゃいましたら、広報室までご連
絡くださいますようご協力お願いいたします。

平成最後の歌会始の儀2019
入選者２名による対談

組
織
図

代議員総会 ● 

使
用
で
き
る
人

● 

使
用
目
的

● 

休
館
日

部屋の名称

備　　　考 超 過 料 金
（１時間につき各料金の２割増し）

収容人数

使　　用　　料

１Ｆ

２Ｆ

第１会議室
第２会議室
う　め（和室）
かえで（和室）

25人
14人
7～8人
7～8人

3,000円
1,500円
2,000円
2,000円

4,000円
2,000円
2,500円
2,500円

（会議・会合等）４時間以内
平　日：９時～16時　　 
土曜日：９時～14時30分
① ②

同
窓
会
館
利
用
の
し
お
り

日
曜
日
・
国
民
の
祝
日
・
創
立

記
念
日
・
プ
レ
ジ
デ
ン
ツ
デ
ー
・

ク
リ
ス
マ
ス
・
夏
季
休
業
・
冬

季
休
業
等

①②
学
生
・
同
窓
生
・
岡
山
清
心

女
子
専
門
学
校
・
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
清
心
女
子
大
学
現
旧
教

職
員（
客
員
）及
び
そ
の
家
族

附
属
校
、
姉
妹
校
関
係
者
及

び
そ
の
家
族
・
同
窓
会
理
事

会
が
承
認
し
た
者

会
合
・
研
修

事 務 局

会 　 　 員

ホームカミング

広 　 　 報 顧 　 　 問

生 涯 教 育 監 査 委 員

ボランティア

奨学金事業

講 　 　 座

奨学生選考委員会
役員選考委員会
情報管理委員会
講座対策委員会

特
別
委
員
会

鳥

取

支

部

岡
山
県
支
部

北
海
道
ユ
リ
ア
会

四

国

支

部

東

海

支

部

広

島

支

部

九

州

支

部

京
阪
神
支
部

東

京

支

部

同窓会本部

理 事 会

総務委員会

寄附金のお願い
奨学金事業等へのご支援・ご協力を
よろしくお願い申し上げます。

「西日本豪雨災害」に対して義援金を寄贈

　2019年１月16日、皇居で執り行われた新春恒例の「歌会始の儀」に、国内外からよせられた一般応募の選考対象
21,971首のうち、一般入選者10名が招かれました。10名のうち、岡山県内から2名が選出されましたが、その２
名の方々が、本学、ノートルダム清心女子大学の卒業生だったことをご存知でしょうか？そのお二人方をお招き
し、歌に込められた思い、母校への思い、そして次世代への思いを語っていただきます。

　昨年末に、学報と同封でお願いいたしました卒業生アンケートにつきましては、1,271名という多くの皆様にご回答いただきました。
お忙しい中、貴重なお時間を頂戴し、関係者一同心より御礼申し上げます。
　これから、ノートルダム清心女子大学が教育機関として果たしてきた役割を検証・評価するとともに、今後の本学のあり方やより良い
教育支援体制について、具体的に検討してまいります。アンケートの結果は、次号の会報で報告させていただく予定です。
　また、皆様の個人情報につきましては、同窓会事務局のご協力のもと、厳重に管理しておりますことも併せてご報告いたします。
今後とも、変わらぬご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

卒業生アンケート実施ワーキンググループ グループ長 山　根　道　公

●フリージアの会
●ゆめ文庫
●エンジェル会

ノートルダム清心女子大学同窓会
TEL （086）253－8496

第22回 ノートルダムトロフィー English Speech Contest
2019年度より、同窓会本部が岡山県支部より引き継ぎます。
日時：2019 年９月29日（日）13：00より　場所：ノートルダム清心女子大学 ヨゼフホールＢ棟 2300JB

本 

保 

恭 

子
先
生

副
学
長
ご
就
任

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

二
十
六
期

児
童
学
科
卒

◆活動に参加をご希望の方は、
　お問い合わせください。

受講料無料

（対談）

ノートルダム清心女子大学 同窓会
長方形



「故渡辺和子前理事長 追悼の集い」のご案内

令和　　　年　　　 月　　　日（土）元 12 ７

ノートルダム清心女子大学同窓会

第 号55

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
同
窓
会
第
55号

2019年
6月
発
行
　
編
集
発
行
／
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
同
窓
会
　
〒
700-8516  岡

山
市
北
区
伊
福
町
2-16-9

TEL 086-253-8496　
E-m
ail: rurudo@

theia.ocn.ne.jp　
印
刷
所
／
サ
ン
ユ
ー
印
刷
社

本紙の印刷には環境にやさしい植物性大豆油インクを一部使用しています。

●題字　故・高木聖鶴

編集後記 　梅雨明けが待ち遠しい頃となりました。今回は、平成
最後の「歌会始の儀」に入選された卒業生お二人の歌を紹介させていただき、
同窓生として大変喜ばしい出来事となりました。
　55号から会報のメインカラーを卒業生のクラスフラワーの色に合わせまし
た。今年は菊の琥珀色です。
　ご意見・ご感想を広報部までお寄せください。

（
情
報
収
集
と
使
用
目
的
）

（
会
員
か
ら
の
申
請
）

　

個
人
情
報
保
護
法
施
行
に
伴
い
、
本
会

で
は
情
報
管
理
委
員
会
を
設
け
、
会
員
の

皆
様
の
個
人
情
報
の
適
切
な
取
り
扱
い
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

会
員
は
、
本
人
の
個
人
情
報
の
開
示
・

訂
正
・
提
供
範
囲
の
変
更
や
削
除
の
申
請

が
で
き
る
。

　

個
人
情
報
の
収
集
は
、
本
会
の
必
要
な

範
囲
に
限
定
し
、使
用
目
的
を
明
確
に
す
る
。

　

同
窓
会
に
登
録
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
は
、

　

●
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
同
窓

　
　

会
か
ら
の
連
絡
送
付

　

●
同
窓
会
・
各
支
部
・
各
部
会
の
活
動
支
援

　

●
会
員
確
認
調
査

　

●
会
員
名
簿
の
作
成

の
目
的
範
囲
内
を
超
え
て
使
用
及
び
提
供

は
し
な
い
。

個
人
情
報
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

聖ジュリー・ビリアート像と満開の花水木

ホームカミングデーのご案内

～ 秋色に染まったキャンパスで講演とバザーをお楽しみください ～
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会長挨拶

学長挨拶

「歌会始の儀」入選作品

特集  ノートルダムホール本館

2018年度 活動報告

ボランティア

学生支援事業

支部だより

総会報告

代議員名簿・文化講座

同窓会より

大学からのお知らせ

ホームカミングデーのご案内

会報編集委員一同

令和　　　年　　　 月　　　日（日）大学祭初日 今年度の「同窓生の集い」はありません元 11 ３
まったキャンパスで講演とバザー
月月 日（日）大学祭初日 今年３

生涯教育講座（公開講座）

奨学生支援バザー

大原美術館名誉館長 大 原 謙一郎
プロフィール

氏
兵庫県神戸市に大原總一郎の長男として
生まれる。（大原孫三郎の孫）
東京大学卒、エール大学大学院博士課程
単位取得退学。
㈱クラレ副社長、㈱中国銀行副頭取 歴任。

演　題：『文化は万能ではないが無力でもない』
時　間：10：30～11：45 （受付 10：00～）
場　所：ヨゼフホール３Ｆ 300
参加費：無 料 （申込みは同窓会まで）

●
●
●
●

場　所：岡山国際ホテル 『瑞光の間』
時　間：11：00～ 14：00 （受付 10：00～）
参加費：10,000円 （会食・記念品）
締　切：10月31日（木） 振り込み分まで
申込み：会報に同封の振込用紙にて振込み

●
●
●
●
●

内　容：●

●時　間：10：00～15：00（一部 講演終了後～） 　●場　所：ヨゼフホール１Ｆ ヨゼフラウンジ

●主　催：ノートルダム清心女子大学・ノートルダム清心女子大学同窓会　●共　催：ノートルダム清心学園
故渡辺和子前理事長がご帰天されて３年、 「追悼の集い」を行います

・原田豊己学長による追悼の祈り
・秘蔵映像でのスクリーン講話
・写真展　・その他追悼の催し

＊食事はテーブルでの会食です。
＊参加記念品は、追悼アルバムとシスター渡辺の
　メッセージカード等、追悼メモリアルセットです。

＊アクセス：送迎バス（無料）ＪＲ岡山駅西口
※路線バスもご利用できます（岡山国際ホテル経由 操南台団地行き）

9：00／10：00（左エレベーターで降りる、正面にＡＮＡホテル）

フリージアの会による手作り品・遊休品・セレクト品・ブランドリユース品・軽食の販売、
マイショップもあります。

■お問合せ ノートルダム清心女子大学同窓会
ＴＥＬ＆ＦＡＸ（086）253-8496  HP:http://ndsu-rurudo.jp   E-mail: rurudo@theia.ocn.ne.jp

〒700-8516  岡山市北区伊福町2-16-9

追悼文をお寄せください
故渡辺和子前理事長追悼アルバムの刊行にあたり、皆様の
追悼文を募集します。
内 容：400字以内（編集する場合があります）
　　　名前／期／学科／住所／ Tel を明記ください。
方 法：電子メール：rurudo@theia.ocn.ne.jp
　　　 ＊原稿は郵送も可能です。
締 切：７月 31 日（水）必着

＊いただいた情報は上記刊行以外には使用しません。

まで

チケットの発行はいたしません。出席の方は
名簿に名前を掲載いたします。ご了承ください。

亡きシスター渡辺を想うとき、
私達の心によみがえり、静かに
愛と慈しみの教えを語りかけて
くださる。共に偲びませんか。
それぞれの心に、今も生きる
シスターを。
「追悼の集い」にご参加ください。


